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	２．勤務時間等
	３．派遣場所　　東京都千代田区霞が関１－３－１　経済産業省別館11階
	１．派遣労働者の変更
	派遣先（経済産業研究所をいう。以下同じ）は、派遣労働者に、次の行為があったときは、派遣元に派遣労働者の交代を要求することができる。なお、派遣元は、派遣労働者の交代においては、あらかじめ派遣先と十分協議し派遣労働者の個人的背景を事由とした交替にならないよう留意するものとする。
	(1)派遣先の職員就業規則その他の規程で定められた服務規律を遵守しないとき
	(2)派遣労働者の勤務状況が適正とみとめられないとき
	(3)派遣労働者の業務の実施が契約条件に適合しないとき
	(4)派遣労働者に不品行があったとき
	２．苦情及び苦情担当責任者
	(1)派遣元は、派遣先と密接な連携をもって、苦情その他派遣労働者の就業に関し生ずる問題の適切、かつ、迅速な処理・解決に努めるものとする。
	(2)派遣先及び派遣元は、派遣労働者の苦情を処理するため、それぞれ苦情担当責任者を置く。
	３．その他
	(1)当該業務の遂行に関しては、労働者派遣法及び労働基準法等の規定を遵守するものとする。
	(2)派遣元は、原則として、労働基準法等関係法規上の使用者としての全責任を負う。
	但し、労働時間の管理については、派遣先が使用者としての責任を負い、安全衛生等の事項については、派遣元及び派遣先が派遣法の特例（45条）に基づき責任を負う。
	(3)派遣元は、労働者災害補償保険、雇用保険上の事業主としての責任を負う。
	(4)派遣元は、派遣先の業務遂行に関し、知り得た事項を他人に漏らしてはならない。派遣元は、派遣労働者その他の派遣元の従業員に対し、業務上知りえた機密事項および個人情報の保護の義務を遵守させなければならない。
	(5)派遣労働者は、万が一、機密事項又は個人情報の漏洩等の事案が発生したことを知った場合は、速やかに派遣先指揮命令者に報告すること。
	(6)上記（5）に反した場合は、本契約を解除するとともに、派遣元の責任において派遣先に生じた損害を賠償すること。
	(7)派遣労働者が、建築物、工作物等に損害を与えた場合は速やかに派遣先責任者に報告するとともに、派遣労働者の故意又は重大な過失による場合は、派遣元の責任においてこれを原状に復し、又は損害を賠償すること。
	(8)派遣労働者は、派遣先の指揮命令者が承認した場合は、在宅勤務を行うことができる。在宅勤務により生じる水道光熱費およびネットワーク通信費は自己負担とする。
	(9)労働者派遣基本契約書を締結する。契約条項については、別途協議の上、決定するものとする。
	(10)本件業務の全部または一部を第三者に再委託してはならない。
	(11)本要領及び仕様書に定めのない事項については、派遣先及び派遣元協議の上、定めるものとする。

